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○津幡町鳥獣被害防止対策事業補助金交付要綱 

平成２７年２月１９日 

津幡町告示第１１号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本町のイノシシ等の鳥獣による農作物の被害防止と軽減を図るため、予算

の範囲内において津幡町鳥獣被害防止対策事業補助金（以下「補助金」という。）を交付する

ものとし、その交付に関しては、津幡町補助金交付規則（昭和４３年津幡町規則第３号）に定

めるもののほか、この要綱に定めるものとする。 

（交付対象者） 

第２条 補助金の交付対象者は、本町に住所を有し現に居住する者で、原則として鳥獣被害防止

対策（以下、「電気柵等」という。）を２戸以上で実施する者とする。ただし、町長がやむを

得ない事情があると認めるときは、この限りでない。 

（補助金の交付要件） 

第３条 補助金の交付を受けようとする者は、次の各号のいずれにも該当しなければならない。 

（１） 本町に農地を所有し、又は耕作していること。ただし、宅地内の家庭菜園は含まない。 

（２） 電気柵等を実施する一団の農地が、おおむね５アール以上であること。 

（３） 電気柵等を実施する範囲が経済的かつ効率的であること。 

（４） 鳥獣による農作物への被害が発生するおそれがあること。 

（５） 電気柵等の実施は、新たに設置するものであること。 

（６） 将来にわたり耕作を継続することが見込まれること。 

（補助対象経費及び補助金の額） 

第４条 補助金の額は、次の表のとおりとする。ただし、当該補助金の額に１，０００円未満の

端数があるときは、その端数を切り捨てるものとする。 

補助対象経費 補助金の額 補助限度額 

電気柵及び防護柵の購入費 

（ただし、他の補助事業により補助金

を受けるものは、対象外とする。） 

補助対象経費の１／２以内 ５万円 

（交付の申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者は、津幡町鳥獣被害防止対策事業補助金交付申請書（様

式第１号）に次に掲げる書類を添えて、町長に提出しなければならない。 
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（１） 電気柵等の実施前の現況写真 

（２） 電気柵等の実施予定地の位置図 

（３） 電気柵等の購入費の見積書の写し 

（交付の決定） 

第６条 町長は、前条の申請があったときは、当該申請に係る書類を審査し、補助金の交付を認

めたときは、津幡町鳥獣被害防止対策事業補助金交付決定通知書（様式第２号）により通知す

るものとする。 

（実績報告） 

第７条 補助事業者は、電気柵等の実施が完了したときは津幡町鳥獣被害防止対策事業補助金実

績報告書（様式第３号）に次に掲げる書類を添えて町長に提出しなければならない。 

（１） 完成写真 

（２） 電気柵等の購入費の領収書 

（３） その他町長が必要と認める書類 

（補助金の額の確定） 

第８条 町長は、前条の報告を受けた場合は、その内容を審査の上、適正であると認めたときは、

津幡町鳥獣被害防止対策事業補助金確定通知書（様式第４号）により、補助事業者に通知する

ものとする。 

（補助金の請求） 

第９条 前条の規定による補助金の額の確定の通知を受けたときは、速やかに津幡町鳥獣被害防

止対策事業補助金請求書（様式第５号）により、補助金の請求を行うものとする。 

（雑則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

１ この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、平成３２年３月３１日限りで効力を失うものとする。 

 


